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太鼓演奏を披露する英保育園の園児

荻野市長に目録などを寄贈

　
１
月
14
日
、
清
流
館
弓

道
場
で
第
14
回
清
流
杯
争

奪
高
校
・
第
15
回
清
流
杯

争
奪
中
学
校
弓
道
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
高
校
の
部

に
県
内
や
埼
玉
、
長
野
県

か
ら
40
校
、
中
学
校
の
部

に
県
内
や
千
葉
県
か
ら
７

校
の
計
１
２
８
チ
ー
ム
、

約
４
５
０
人
が
参
加
。
高

校
の
部
、
中
学
校
の
部
そ

れ
ぞ
れ
男
女
の
個
人
と
団

体
に
分
か
れ
て
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
︶

︻
大
会
結
果
︼

○
団
体
の
部

・
中
学
校
男
子

　
優
　
勝
　
増
穂
中︵
井
上
、野
田
、千
頭
和
︶

　
準
優
勝
　
櫛
形
中︵
早
川
、内
藤
、中
込
︶

　
３
　
位
　
増
穂
中︵
齊
藤
、田
中
、秋
山
︶

・
中
学
校
女
子

　
優
　
勝
　
石
和
中︵
小
泉
、亀
尾
、武
川
︶

　
準
優
勝
　
増
穂
中︵
秋
山
、大
森
、秋
山
︶

　
３
　
位
　
櫛
形
中︵
河
野
、中
込
、小
林
︶

・
高
校
男
子

　
優
　
勝
　
埼
玉
・
川
越
高︵
日
江
、滝
沢
、柴
崎
︶

　
準
優
勝
　
茨
城
・
石
岡
高︵
遠
藤
、柏
木
、井
上
︶

　
３
　
位
　
埼
玉
・
大
宮
光
陵
高

　
　
　
　
　︵
坂
本
、佐
藤
、新
藤
︶

・
高
校
女
子

　
優
　
勝
　
巨
摩
高︵
山
下
、秋
山
、相
原
︶

　
準
優
勝
　
甲
府
商
業
高︵
服
部
、堀
、鈴
木
︶

　
３
　
位
　
甲
府
南
高︵
野
矢
、小
野
、米
永
︶

○
個
人
の
部

・
中
学
校
男
子

　
優
　
勝
　
井
上
　
潤
一︵
増
穂
中
︶

　
準
優
勝
　
内
藤
　
良
太︵
櫛
形
中
︶

　
３
　
位
　
秋
山
　
好
太︵
増
穂
中
︶

・
中
学
校
女
子

　
優
　
勝
　
秋
山
　
菜
摘︵
増
穂
中
︶

　
準
優
勝
　
武
川
　
由
樹︵
石
和
中
︶

　
３
　
位
　
亀
尾
　
瑞
樹︵
石
和
中
︶

・
高
校
男
子

　
優
　
勝
　
加
藤
　
了
介︵
岐
阜
・
中
京
高
︶

　
準
優
勝
　
中
込
　
将
也︵
巨
摩
高
︶

　
３
　
位
　
柴
崎
　
崇
太︵
埼
玉
・
川
越
高
︶

・
高
校
女
子

　
優
　
勝
　
服
部
　
も
な︵
甲
府
商
業
高
︶

　
準
優
勝
　
高
橋
　
茉
巳︵
埼
玉
・
星
野
高
︶

　
３
　
位
　
上
田
　
晴
世︵
山
梨
高
︶

　
笛
吹
市
消
防
団
で
は
１
月
26
日
の
文

化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
、
１
月
28
日

に
文
化
財
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
宮
分
団
が
中
尾
神
社
、
春
日
居
分

団
が
山
梨
岡
神
社
で
、
文
化
財
か
ら
火

災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
消
火
訓
練

を
開
始
。
素
早
い
対
処
で
日
頃
の
訓
練

ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
、
法
隆
寺
金
堂

の
火
災
に
よ
り
貴
重
な
壁
画
が
焼
失
し

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
日
を
文
化
財
防
火

デ
ー
と
し
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ

う
と
各
地
で
防
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
１
月
28
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館
で
笛
吹
市
太
鼓
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
ゲ
ス
ト
で
あ
る
御
坂
町
出
身
の

プ
ロ
太
鼓
奏
者
前
田
タ
ク
ヤ
さ
ん
や
市

内
の
和
太
鼓
団
体
７
組
が
参
加
し
、
迫

力
あ
る
和
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
の
観
客

か
ら
力
強
く
幻
想
的
な
演
奏
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

機敏な操作で放水する消防団員（山梨岡神社）

　
１
月
31
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
大
木

武
監
督
に
よ
る
講
演
会
︵
笛
吹
市
青
少

年
育
成
推
進
協
議
会
等
が
主
催
︶
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
﹁
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
が
目
指
す

も
の
﹂
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
講
演
会

に
は
、
約
３
５
０
人
が
来
場
。
大
木
監

督
が
現
在
の
チ
ー
ム
に
な
る
ま
で
の
歩

み
や
入
れ
替
え
戦
か
ら
今
期
の
戦
い
ぶ

り
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
目
標

な
ど
を
来
場
し
た
聴
衆
に
語
り
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
﹁
サ

ッ
カ
ー
を
す
る
か
ら
に
は
サ
ッ
カ
ー
が

好
き
と
い
う
思
い
を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ

し
い
﹂
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

講演する大木監督

　
１
月
15
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協
会
︵
三

枝
力
会
長
︶
か
ら
反
射
材
つ
き
傘
と

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
傘
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
は
、
４
月
か
ら
入
学
す
る
新
１

年
生
全
員
に
配
ら
れ
ま
す
。

　
１
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
群

馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
﹁
ぐ
ん

ま
ア
リ
ー
ナ
﹂
で
第
28
回
関
東
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、

山
梨
県
代
表
と
し
て
八
代
ミ
ニ
バ
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
１
都
７
県
か
ら
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
男
女
各
２
チ
ー
ム
が
参

加
。
八
代
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
少
は
、
予
選

リ
ー
グ
と
順
位
別
リ
ー
グ
戦
を
行
い
３

位
リ
ー
グ
の
２
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
14
日
か
ら
28
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
第
29
回
Ｕ
Ｔ
Ｙ
旗
山
梨

県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

兼
第
38
回
全
国
大
会
県
予
選
会
で
も
優

勝
し
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

寄贈された
ランドセルカバーと
反射材付き傘

関東大会で活躍した八代ミニバスス
ポ少のメンバー

熱戦を展開する参加者

熱戦を展開する参加者

　
12
月
17
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
武
道
館
で
第
８
回

山
梨
県
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
の
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
者
１
５
０

人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
笛
吹
市

内
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
︵
敬
称
略
︶

︻
子
ど
も
部
門
︵
幼
児
〜
中
学
生
︶
︼

○
小
学
校
２
年
生
の
部

　
３
　
位
　
飯
島
　
麗
花
︵
春
日
居
町
国
府
︶

○
小
学
校
５
年
生
の
部

　
準
優
勝
　
田
中
　
亮
平
︵
春
日
居
町
加
茂
︶

　
３
　
位
　
飯
島
　
啓
介
︵
春
日
居
町
国
府
︶

︻
一
般
部
門
︵
高
校
生
〜
成
人
︶
︼

○
男
性
Ａ
の
部

　
３
　
位
　
飯
島
　
　
浩
︵
春
日
居
町
国
府
︶

○
女
性
Ａ
の
部

　
優
　
勝
　
中
村
美
由
紀
︵
一
宮
町
塩
田
︶
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受賞者を囲んでの新春交歓会

優勝した小沢さん（右）と古屋さん

市議会議場で開かれた女性議会 代表質問をする女性議員

　
１
月
20
日
、
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
第
１
回
笛
吹
市
小
学
生
百
人
一

首
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
市
内
９
小
学
校
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
34
人
が
参
加
し
、
低

学
年
と
高
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。︵

敬
称
略
︶

︻
低
学
年
︵
１
〜
３
年
生
︶
の
部
︼

　
優
　
勝
　
小
沢
　
巧
実︵
石
和
東
小
３
年
︶

　
準
優
勝
　
原
　
　
魁
星︵
石
和
東
小
３
年
︶

︻
高
学
年
︵
４
〜
６
年
生
︶
の
部
︼

　
優
　
勝
　
古
屋
　
秀
典︵
石
和
東
小
４
年
︶

　
準
優
勝
　
赤
尾
茉
里
菜︵
石
和
東
小
４
年
︶

　
１
月
24
日
、
ク
ア
ハ

ウ
ス
石
和
で
温
泉
を
有

効
的
に
利
用
し
た
健
康

づ
く
り
事
業
の
結
果
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
づ
く
り
事

業
は
、
昨
年
９
月
20
日

か
ら
12
月
10
日
ま
で
の

間
51
人
が
参
加
し
、
医

療
機
関
で
入
浴
や
栄
養

指
導
を
受
け
た
後
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
な
ど
４
カ
所
で

実
施
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、
参
加
者
自
ら
が
市
内
の

公
営
温
泉
で
あ
る
、
な
ご
み
の
湯
、
み
さ
か
の
湯
、
も

も
の
里
温
泉
で
実
践
し
た
結
果
を
報
告
し
た
も
の
で
す
。

　
医
師
に
よ
る
総
評
、
保
健
師
や
栄
養
士
に
よ
る
個
別

指
導
が
あ
り
、
疾
患
別
に
み
る
と
高
脂
血
症
の
疾
患
者

18
人
中
９
人
、
高
血
圧
の
疾
患
者
15
人
中
10
人
に
数
値

改
善
効
果
が
表
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
温
泉
は
疲
労
回
復
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
始
ま
り
、

一
定
期
間
入
浴
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
神
経
痛
や
慢

性
消
化
器
病
な
ど
様
々
な
疾
患
に
対
し
効
果
を
表
す
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
が

改
善
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
推
進
し
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
市
民
皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

健康づくり事業の結果報告会

　
１
月
５
日
、
ホ
テ
ル
甲
斐
路
で

平
成
18
年
中
に
叙
勲
・
褒
章
・
大

臣
表
彰
・
県
政
功
績
を
受
賞
さ
れ

た
方
々
を
招
待
し
、
受
賞
者
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

○
国
家
勲
章

　
ス
ロ
ベ
ニ
ア
国
家
勲
章
　
塚
本
　
俊
彦
︵
一
宮
町
南
野
呂
︶

　
１
月
５
日
、
ホ
テ
ル
甲
斐
路
で

平
成
18
年
中
に
叙
勲
・
褒
章
・
大

臣
表
彰
・
県
政
功
績
を
受
賞
さ
れ

た
方
々
を
招
待
し
、
受
賞
者
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。
︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

○
国
家
勲
章

　
ス
ロ
ベ
ニ
ア
国
家
勲
章
　
塚
本
　
俊
彦
︵
一
宮
町
南
野
呂
︶

○
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
　
有
野
　
昭
男
︵
御
坂
町
栗
合
︶

　
瑞
宝
双
光
　
角
田
　
　
務
︵
石
和
町
八
田
︶

　
瑞
宝
双
光
　
今
川
　
敬
明
︵
石
和
町
上
平
井
︶

　
瑞
宝
双
光
　
増
尾
　
秀
文
︵
春
日
居
町
鎮
目
︶

　
瑞
宝
単
光
　
雨
宮
　
正
男
︵
一
宮
町
竹
原
田
︶

　
旭
日
双
光
　
古
屋
　
隆
慶
︵
一
宮
町
北
都
塚
︶

○
褒
章

　
藍
綬
　
橘
　
　
勝
士
︵
甲
府
市
住
吉
︶

　
藍
綬
　
齊
藤
和
代
子
︵
境
川
町
小
山
︶

○
大
臣
表
彰

　
法
務
大
臣
表
彰
　
弦
間
　
　
泉
︵
御
坂
町
二
之
宮
︶

　
総
務
大
臣
表
彰
　
野
澤
今
朝
幸
︵
芦
川
町
中
芦
川
︶

　
総
務
大
臣
表
彰
　
小
林
　
征
郎
︵
御
坂
町
金
川
原
︶

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
　
内
藤
　
昭
二
︵
一
宮
町
新
巻
︶

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
　
水
上
　
和
彦
︵
一
宮
町
国
分
︶

○
県
政
功
績

　
地
方
自
治
　
梶
原
梅
太
郎
︵
芦
川
町
鶯
宿
︶

　
地
方
自
治
　
田
中
　
和
芳
︵
石
和
町
川
中
島
︶

　
産
　
　
業
　
前
島
　
善
福
︵
一
宮
町
狐
新
居
︶

　
産
　
　
業
　
堀
内
　
　
圓
︵
一
宮
町
市
之
蔵
︶

　
産
　
　
業
　
齊
藤
　
康
雄
︵
八
代
町
永
井
︶

　
教
育
文
化
　
岡
　
美
枝
子
︵
御
坂
町
栗
合
︶

　
社
会
福
祉
　
土
橋
貴
美
子
︵
御
坂
町
成
田
︶

団体名 議員氏名

笛吹市女性団体連絡協議会会長 渡辺美保子

高野　祐子

石和町女性団体連絡協議会

境川各種団体連絡協議会

春日居町女性団体連絡協議会

笛吹交通安全協会女性部

笛吹市生活研究グループ連絡

協議会

笛吹市母子寡婦福祉会

笛吹市商工会女性部

小宮山和子

土橋　和子

雨宮千代子

土屋由紀子

春田　美子

荻野　崇子

桑原ますよ

雨宮ミヨ子

飯塚　充子

佐々木弓子

田中ちおり

窪田喜久子

三枝　宣子

加納　数美

笛吹市赤十字奉仕団

笛吹市食生活改善推進員会
内藤　素子

岩間巳弥子

樋川　保子

堀　千代子

浅野　啓子

松山八重子

土橋かずゑ

堀河よう子

佐野　花江

丹沢　春代

風間　京子

飯塚　武子

窪田　征子

相澤　正子

　1月30日、八代分庁舎市議会議場で笛吹市女性団体連絡

協議会による、笛吹市女性議会「女性による政策提言フォ

ーラム」が開催され、笛吹市のまちづくりについて荻野市

長に提言しました。

　
市
内
に
は
、
石
和
町
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
、
境
川
各
種
団
体
連
絡
協
議
会
、

春
日
居
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
笛

吹
市
赤
十
字
奉
仕
団
、
笛
吹
市
食
生
活

改
善
推
進
委
員
会
、
笛
吹
交
通
安
全
協

会
女
性
部
、
笛
吹
市
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
、
笛
吹
市
母
子
寡
婦
福

祉
会
、
笛
吹
市
商
工
会
女
性
部
の
９
つ

の
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
女
性
団
体
や
女
性
組
織
が

行
う
行
事
を
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
18
年
５
月
に
笛
吹
市
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
女
性
議
会
︵
渡
辺
美
保
子
議

長
︶
で
は
、
当
協
議
会
の
会
員
30
人
が

女
性
議
員
と
な
り
、
荻
野
市
長
や
市
の

幹
部
職
員
に
対
し
て
、
﹁
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
や
豊
か
な
生
活
環
境
づ
く
り
﹂

﹁
愛
育
班
活
動
﹂
﹁
災
害
時
に
お
け
る
諸

問
題
﹂
﹁
食
育
﹂
﹁
交
通
安
全
教
育
﹂

﹁
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
﹂﹁
母
子
相
談
員
﹂

﹁
観
光
産
業
振
興
﹂
な
ど
に
つ
い
て
提

言
。
関
連
質
問
を
含
め
る
と
、
17
人
の

女
性
議
員
か
ら
25
の
意
見
が
出
さ
れ
白

熱
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
の
き
め
の
細
や
か
な
発
想
や
取

り
組
み
が
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
と

心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

（敬称略）
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笛
吹
市
で
は
、
明
る
い
選
挙
啓
発
事

業
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
11
月
に
﹁
笛
吹
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
﹂
を
設
立
。
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
に
つ
い
て
の
調
査
や
研
究
及
び

企
画
、
投
票
参
加
へ
の
啓
発
及
び
宣
伝

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
の
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
︵
敬
称
略
︶石和温泉駅前で啓発活動を行う協議会委員

笛
吹
市
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会

（順不同・敬称略）

職名

会長

副会長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏名 氏名

渡邊　美保子

中村　公紀

齊藤　幸三

早河　正弘

内藤　昭二

河野　勝也

雨宮　千代子

窪田　喜久子

吉原　五鈴子

田中　和芳

住所

石和町今井

御坂町竹居

石和町小石和

一宮町中尾

一宮町新巻

石和町窪中島

境川町小黒坂

春日居町国府

一宮町北野呂

石和町川中島

住所

一宮町中尾

境川町寺尾

春日居町桑戸

石和町中川

御坂町井之上

八代町岡

御坂町竹居

一宮町市之蔵

石和町東油川

三枝　宣男

渡邊　岑二

田中　徹

関本　逸兵

風間　公雄

酒井　光政

立澤　竹次郎

堀内　義夫

竹川　絹夫

職名

委員

〃

〃

〃

〃

参与

参与

参与

参与

笛
吹
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
酒
井
　
光
政

公
正
公
明
な
選
挙
に
ご
協
力
を

　
2
0
0
7
年
、
猪
突
猛
進
の
新
年
も
は
や
2
カ

月
を
経
過
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
1
月
の
山
梨
県
知
事
選
挙
に
始
ま
り
、

4
月
の
統
一
地
方
選
挙
さ
ら
に
は
7
月
の
参
議
院
議

員
選
挙
と
続
き
、
ま
さ
に
選
挙
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
選
挙
の
年
に
あ
た
り
、
笛
吹
市
が
誕
生
し
て
か
ら
の
兼
ね
て
か
ら
の

懸
案
で
あ
っ
た
﹁
笛
吹
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
﹂
が
昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
誠
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
初
代
会
長
に
笛

吹
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
渡
辺
美
保
子
さ
ん
を
選
出
し
、
総
勢
15
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
月
に
行
わ
れ
た
県
知
事
選
挙
の
際
に
は
、
寒
さ
厳
し

い
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
和
温
泉
駅
前
で
投
票
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
で
は
、
委
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
明
る
い
選
挙
の
た

め
の
大
き
な
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
成
果
に
大
き
な
期
待

も
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
烈
な
知
事
選
も
そ
れ
ぞ
れ
み
な
さ
ん
意
中
の
投
票
で
つ
づ
ら
れ
、
新
し
い
県

政
誕
生
が
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
に
残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
4
月
に
は
地
域
代
表
の
県
議
会
議
員
選
挙
、
7
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
と
今

年
は
選
挙
が
目
白
押
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
有
権
者
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
と
も
政
治

意
識
の
高
揚
と
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
、
誇
れ
る

国
民
の
義
務
と
権
利
責
任
を
自
覚
し
、
法
律
の
遵
守
、
違
反
行
為
の
根
絶
の
合
言

葉
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
笛
吹
市
選
挙
管
理
委
員
会
を
代
表
し
て
、
今
後
と
も
車
の
車
輌
と

も
い
え
る
﹁
笛
吹
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
﹂
と
常
に
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
公
正
公
明
な
選
挙
推
進
の
た
め
ま
い
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
市
民
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

桃の花で染まった笛吹市と特産のブドウをデザイン

した大使名刺。裏面には青空温泉の写真が印刷してある。

ふ
る
さ
と
に
思
う
も
の

笛
吹
市
ふ
る
さ
と
大
使

篠
原
　
瑛

　
新
宿
を
出
発
し
て
1
時
間
余
り
、
笹

子
峠
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

そ
れ
ま
で
車
窓
か
ら
見
上
げ
て
い
た
山

間
の
風
景
は
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
広

が
る
ブ
ド
ウ
畑
へ
と
一
変
し
ま
す
。
甲

州
人
が
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
た
こ
と

を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　
私
が
都
内
の
観
光
バ
ス
会
社
に
入
社

し
た
昭
和
30
年
後
半
は
、
笛
吹
市
が
農

業
中
心
の
ま
ち
か
ら
温
泉
観
光
地
へ
と

方
向
転
換
し
始
め
た
時
代
で
し
た
。
そ

の
後
の
高
度
経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
、

石
和
温
泉
郷
は
年
間
1
8
0
万
人
が
宿

泊
す
る
温
泉
街
へ
と
発
展
し
た
の
で
す
。

　
や
が
て
、
経
済
成
長
が
安
定
期
を
迎

え
、
ふ
る
さ
と
創
生
で
全
国
各
地
に
温

泉
が
掘
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

温
泉
街
は
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
失

っ
て
い
ま
し
た
。

　
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
、
温
泉
・
・
・
地
域

の
資
源
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
素
晴
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
。

昨
年
1
月
に
大
使
に
委
嘱
さ
れ
た
と
き
、

自
ら
を
育
ん
で
く
れ
た
笛
吹
市
に
、
で

き
る
範
囲
で
恩
返
し
し
よ
う
と
考
え
、

市
や
商
工
会
、
観
光
連
盟
、
音
楽
会
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ツ
ア
ー
を
計
画
し

ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
5
日
、
新
宿
駅
を
出
発
し

て
笛
吹
市
を
巡
る
﹁
秋
の
は
と
バ
ス
祭

り
﹂
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
首
都
圏
か

ら
7
0
0
人
が
参
加
す
る
バ
ス
20
台
の

ツ
ア
ー
が
実
現
。
市
内
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
新
酒
を
飲
み
比
べ
た
り
、
観
光
農
園

で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
体
験
し
た
後
、
温
泉

浴
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
山
梨
を
離
れ
て
半
世
紀
、
あ
の
頃
は

気
づ
か
な
か
っ
た
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
、

大
使
に
な
っ
て
改
め
て
実
感
。
な
だ
ら

か
な
斜
面
に
広
が
る
ブ
ド
ウ
畑
も
、
温

泉
も
、
私
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
誇
り

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
大
使
の
皆
様
に
市

の
特
産
品
や
名
刺
を
お
渡
し
し
て
、

笛
吹
市
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
誕
生
間
も
な
い
市
を
い
か
に
し
て

P
R
し
、
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
か

は
、
新
設
合
併
し
た
全
国
の
自
治
体

に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
笛
吹
市
ふ
る
さ
と
大
使
事
業
は
、
市
内
の
N
P
O
法
人
﹁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ

い
﹂
が
企
画
し
、
合
併
一
周
年
の
同
17
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
。
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
や
観
光
・
農
業
の
振
興
、
市
政
へ
の
助
言
を
求
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
事
業
が
開
始
し
て
1
年
ほ
ど
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
今
月
か
ら
大
使
12
人
の

活
動
を
可
能
な
限
り
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
︵
順
不
同
︶

　
今
月
は
、
笛
吹
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
現
在
東
京
在
住
の
篠
原
瑛
大
使
を
紹

介
し
ま
す
。
篠
原
大
使
は
、
昭
和
20
年
生
ま
れ
の
61
歳
。
現
在
、
株
式
会
社

は
と
バ
ス
の
専
務
取
締
役
と
し
て
ご
活
躍
中
で
す
。

あ
き
ら

観光客700人が参加した「秋のはとバス祭り」

（写真提供：山梨日日新聞、2006年10月6日掲載）
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◎問合せ先 ●�市民環境部
●�御 坂 支 所
●�一 宮 支 所
●�八 代 支 所

ごみ減量課
住 民 課
住 民 課
住 民 課

055－261－2044
055－262－2271
0553－47－1111
055－265－2111

●�境 川 支 所
●�春日居支所
●�芦 川 支 所

住 民 課
住 民 課
地域住民課

055－266－2111
0553－26－3111
055－298－2111

やってみるじゃん・ごみ減量53（笛吹市は平成18年度から5年間でごみの減量53％をめざしています）

収集日、収集時間、収集場所については
『平成１９年度ごみ出し日程表』等をご覧ください。

　笛吹市では市内在住もしくは勤務している
方で、１０人を募集します。
　詳しくは笛吹市役所ごみ減量課までお問い
合せください。

■日程
　展示・応募受付��3月10日���9:00～11:00
　抽選会・搬出　��3月10日�11:30～14:00
■会場
　甲府市リサイクルプラザ再生品頒布室
■TEL
　０５５－２４１－４３１２
■FAX
　０５５－２４１－６１９０

担当
から・・・

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
は
、
毎
年
1
回
の
予
防
注
射

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
19
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
と
登

録
事
務
を
次
の
ペ
ー
ジ
の
通
り
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
犬
に
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

・
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
ど
こ

の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
以
外
で
の
訪
問
な

ど
に
よ
る
注
射
は
、
注
射
料
金
が
割

増
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
市
よ
り
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、
そ

れ
を
会
場
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
す
で
に
犬
が
死
亡
し
て
届
出
が
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
環
境
課
か
お
近
く

の
支
所
ま
で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（料金表）
実施場所で行った場合 訪問してもらった場合

登録済犬 新規済犬 登録済犬 新規済犬

予防注射料金

注射済票交付手数料

登 録 手 数 料

合 計

2,850円

550円

3,400円

2,850円

550円

3,000円

6,400円

4,050円

550円

4,600円

4,050円

550円

3,000円

7,600円

　
野
外
焼
却
は
、
法
律
に
よ
り
一
部
の

例
外
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
外
と
し
て
は
、
社
会
の
慣
習
上
や

む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
や
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

で
あ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
庭
先
で
の
た
き
火
等
（
野
外

焼
却
禁
止
の
例
外
）
の
場
合
で
も
生
活

環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
悪
臭

や
煙
害
等
で
近
隣
住
民
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
風
俗
慣
習
上
又
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
ど
ん
ど
焼
き
等
の
地
域
の
行
事
に

お
け
る
不
要
と
な
っ
た
門
松
し
め
縄

等
の
焼
却
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
農
業
、
林
業
又
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ

れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　
　
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
等
の
焼
却
、

林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た
枝
条
等
の

焼
却
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
生
活
環
境
の
保
全
上
著
し
い
支

障
を
生
ず
る
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
焼
却
は

こ
れ
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

③
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上

で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　
　
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
を
行
う
際
の
木
く
ず
等
の
焼
却

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

平成１９年度　狂犬病予防注射日程表

石
　
　
和
　
　
町

御
　
　
坂
　
　
町

実施月日 実施場所 実施時間 実施月日 実施場所 実施時間

４月３日（火）

４月４日（水）

４月５日（木）

４月６日（金）

４月９日（月）

４月１０日（火）

４月１１日(水）

４月１２日（木）

川中島公民館� ９：００～１０：３０

八田公民館� １０：５０～１１：４０

小林公園� １３：００～１４：００

窪中島公民館� １４：２０～１５：１０

日の出出荷所� ９：３０～１０：２０

� １０：４０～１１：４０

広瀬公民館� １３：００～１４：００

唐柏集落センター� １４：２０～１５：２０

笛吹農協富士見支所東部共選所（小石和）� ９：３０～１０：３０

笛吹農協富士見支所南部共選所（井戸）�１０：５０～１１：４０

東高橋公民館� １３：００～１３：５０

河内公民館� １４：１０～１５：１０

笛吹農協石和支所第３共選所（中川）� ９：３０～１０：３０

山岸公民館� １１：００～１１：５０

新上宿公民館� ９：００～ ９：２０

戸倉公民館� ９：３０～ ９：５０

十郎出荷所� １０：００～１０：２０

立沢公民館� １０：３０～１０：４０

林業センター� １０：５０～１１：１０

梶原公知宅前� １１：２０～１１：４０

坂野公民館� １３：１０～１３：３０

道駒公民館� １３：４０～１４：００

若宮公民館� １４：１０～１４：４０

八反田公民館� １４：５０～１５：１０

下黒駒公民館� １５：２０～１５：５０

成田公民館� ９：００～１０：３０

下成田公民館� １０：５０～１１：３０

下井之上集落センター� １３：１０～１４：００

二之宮公民館� １４：２０～１５：２０

金川原公民館� ９：３０～１０：２０

井之上公民館� １０：４０～１１：３０

夏目原公民館� １３：００～１３：５０

栗合公民館� １４：１０～１５：１０

南コミュニティセンター� ９：００～ ９：２０

室部公民館� ９：３０～ ９：５０

神有公民館� １０：００～１０：２０

大野寺公民館� １０：３０～１０：５０

二階公民館� １１：００～１１：２０

尾山公民館� １１：３０～１２：００

下野原公民館� １３：２０～１４：００

蕎麦塚公民館� １４：１０～１４：３０

旧八千蔵公民館� １４：４０～１５：００

桑戸公民館� ９：１０～１０：２０

別田チビッコ広場� １０：３０～１２：００

国府公民館前� １３：１０～１４：２０

春日居スポーツ広場駐車場�１４：４０～１５：３０

奈良原集落センター� ９：００～ ９：３０

門林公民館� ９：４５～１０：１０

下の川公民館� １０：２０～１０：４５

岡集落センター� １１：００～１１：４５

高家集落センター� １３：１５～１４：００

御崎林コミュニティセンター� １４：１５～１４：４５

北公民館� １５：００～１６：００

米倉集落センター� ９：００～ ９：４５

永井集落センター� １０：００～１０：４５

増田営農センター� １１：００～１１：４５

新浜集落センター� １３：１５～１３：４５

八代支所駐車場� １４：００～１５：３０

大黒坂集荷所� ９：３０～１０：００

小黒坂集荷所� １０：１５～１１：００

小山公民館� １１：１５～１１：４５

前間田コミュニティセンター� １３：３０～１４：００

石橋農産物加工センター� １４：１５～１５：００

三椚公民館� １５：１５～１５：４５

大坪（新）公民館� １６：００～１６：３０

大窪公民館� ９：３０～１０：００

藤垈チビッコ広場（旧集荷所）� １０：１５～１１：００

原　公民館� １１：１５～１１：４５

上寺尾公民館� １３：３０～１４：００

中寺尾公民館� １４：１５～１４：４５

間門（新）公民館� １５：００～１５：３０

田中公民館� ９：３０～１０：３０

竹原田公民館� １０：４５～１１：３０

甲斐奈神社� １３：００～１５：００

市之蔵果実組合� ９：３０～１０：３０

塩田果実組合� １０：４５～１１：３０

笛吹農協一宮第六統合共選所� １３：００～１４：００

�イ��果実組合� １４：１５～１５：００

末木果実組合� ９：３０～１１：３０

笛吹農協一宮第三統合共選所� １３：００～１５：００

上芦川諏訪神社前� ９：３０～１０：００

新井原公民館前� １０：１５～１０：３０

ふるさと総合センター前� １０：４５～１１：１５

鶯宿公民館前� １１：３０～１２：００

笛吹農協石和支所第２共選所
（四日市場公民館）

春
日
居
町

八
　
代
　
町

境
　
川
　
町

一
　
宮
　
町

芦
川
町

４月１３日（金）

４月１７日（火）

４月１８日（水）

４月１９日（木）

４月２０日（金）

４月２４日（火）

４月２５日（水）

４月２６日（木）

４月２７日(金）

以上の日程で都合のつかない方は、５月に予備日を予定しております。
お問い合わせは、笛吹市役所市民環境部　環境課まで��℡０５５－２６２－４１１１

※�登録済の犬は、飼育者に通知が郵送されますので、必ずハガキを最寄りの会場までお持ちください。
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「何が変わるの？」
　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」が実現します。その柱といえ
るのが、今回の「税源移譲」。税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、国の税収が減り、
地方の税収が増えることになります。およそ３兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。

「どう変わるの？」
　税源移譲によって、地方は必要な財源を直接確保できるようになります。

　※ほとんどの方は、１月分から所得税が減り、そのぶん６月分から住民税が増えることになります。しかし、税源の移し替
　　えなので「所得税＋住民税」の負担は基本的に変わりません。

【定率減税が廃止されます】
　平成１１年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況を踏ま
えて廃止されます。（所得税は平成１９年１月分、住民税は平成１９年６月分から）

【住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています】
　平成１７年１月１日現在、６５歳以上の方（昭和１５年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が１２５万円以下の
方は、平成１７年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が平成１８
年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担を緩和するため経過措置がとられています。

平成18年
所得税：平成１８年１月分から
　　　　税額の１０％相当額を減額（１２.５万円を限度）
住民税：平成１８年６月分から
　　　　税額の７.５％相当額を減額（２万円を限度）

平成19年以降

所得税：平成１９年１月分から廃止

住民税：平成１９年６月分から廃止

平成17年度
合計所得金額
１２５万円以下の方
非課税

平成18年度以降
　　　経過措置として
課税　平成１８年度は税額の３分の２を減額
　　　平成１９年度は税額の３分の２を減額
　　　平成２０年度以降は、全額負担
※この経過措置は昭和１５年１月２日以前に生まれた方が対象になります。

所得税　　　　　　　　　　　　　　⇒４段階の税率を、６段階に細分化
　　　　　　　　　　　　　　　　　�（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）

住民税　　　　　　　　　　　　　　⇒３段階の税率から、一律１０％に
　　　　　　　　　　　　　　　　　�（都道府県民税４％・市区町村民税６％）

住　民　税� 196,000円
・定率減税� △14,700円
所　得　税� 263,000円
・定率減税� △26,300円

合　計� 418,000円

住　民　税　　293,500円

所　得　税　　165,500円

合　計　　　　459,000円

住　民　税� 19,900円
・定率減税�� △1,500円
・（住民税一定率減額）×2/3
� △12,267円

所　得　税� 34,800円
・定率減税� △3,480円

合　計� 37,453円
（税額� �37,400円）

住　民　税� 37,300円
・住民税×1/3� △12,434円

所　得　税� 17,400円

合　計� 42,666円
（税額� 42,200円）

住　民　税� 非課税

　　
所　得　税� �34,800円
・定率減税� △6,960円

合　計� 27,840円
（税額�� 27,800円）

平成19年1月分から適用

平成19年6月分から適用

平成18年 平成19年

モデルケース　夫婦＋子供２人・給与収入700万円（年額）

※子供のうち１人が特定扶養親族
に該当するものとしています。

※一定の社会保険料が控除される
ものとして計算しています。

モデルケース　70歳独身・年金収入200万円（年額）

平成17年度 平成１8年度 平成19年度

※�一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※�年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので経過措置が適用されます。

※各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、そのほか均等割が課税されます。

【平成１９年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります】
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よ
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に
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げ
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な
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ぼ
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よ
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が
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ひ
ら
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こ
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が
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か
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そ
う
り
ょ
う

の
ぶ
よ
し

さ
た
け

よ
し
な
り

ち
ょ
う
て
い

い
ち
か
わ
し
ょ
う

　
平
安
時
代
の
終
わ
り
、
西
暦
１
１
３
０
年

頃
、
常
陸
国
（
今
の
茨
城
県
）
を
追
わ
れ
た

一
組
の
親
子
が
甲
斐
国
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

甲
斐
源
氏
武
田
氏
の
祖
で
あ
る
源�

義
光
の

子
義
清
と
孫
の
清
光
で
す
。
義
清
親
子
は
は

じ
め
母
親
の
故
郷
で
あ
る
常
陸
国
那
賀
郡
武

田
郷
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
勢
力
を
伸
ば
そ

う
と
し
ま
し
た
。
同
じ
常
陸
の
久
慈
郡
佐
竹

郷
（
常
陸
太
田
市
）
で
は
義
清
の
兄
で
あ
る

義
業
が
勢
力
を
伸
ば
す
の
に
成
功
し
、
中
世
・

戦
国
時
代
を
通
じ
て
常
陸
国
を
支
配
し
、
江

戸
時
代
に
は
秋
田
の
大
名
と
な
る
佐
竹
氏
の

基
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

義
清
親
子
は
地
元
勢
力
と
対
立
し
た
た
め

朝
廷
に
告
発
さ
れ
、
甲
斐
国
市
河
荘
（
市
川

三
郷
町
あ
る
い
は
昭
和
町
）
に
配
流
さ
れ
ま

し
た
。

　
常
陸
を
追
わ
れ
て
甲
斐
に
や
っ
て
き
た
義

清
親
子
で
す
が
、
こ
こ
で
運
命
が
好
転
し
ま

す
。
清
光
は
八
ヶ
岳
南
麓
の
逸
見
荘
（
北
杜

市
）
を
根
拠
地
と
し
て
勢
力
を
伸
ば
し
、
多

く
の
子
供
た
ち
を
甲
斐
国
内
各
地
に
配
置
し

ま
し
た
。
か
れ
ら
は
占
拠
し
た
地
名
に
よ
っ

て
氏
を
称
し
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
平
井
や

河
内
、
八
代
と
い
っ
た
笛
吹
市
内
の
地
名
も

見
ら
れ
ま
す
。
清
光
の
多
く
の
子
の
な
か
で

惣
領
と
な
っ
た
の
は
二
男
の
信
義
（
長
男
の

光
長
と
双
子
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）。

彼
の
配
置
さ
れ
た
の
が
武
河
荘
で
、
そ
の
地

名
は
偶
然
な
の

か
彼
の
祖
父
・

父
に
因
縁
の
あ

る
「
武
田
」（
韮

崎
市
神
山
町
）
。

こ
こ
か
ら
甲
斐

源
氏
惣
領
家
が

武
田
氏
を
称
す

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
彼
ら
の

生
き
た
時
代
は

源
平
の
争
乱
期

に
あ
た
り
、
そ

の
戦
い
の
中
で

武
田
氏
は
力
を

つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
清
光
の
子
の
中
で
笛
吹
市
に
関
係
し
た
の

は
平
井
清
隆
、
河
内
義
長
、
八
代
信
清
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
彼
ら
の
史
跡
は
あ
ま
り
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
治
承
４
年
（
１
１
８
０
）

８
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
石
橋
山
の
合
戦
」

で
は
、
「
甲
斐
国
平
井
冠
者
」
と
呼
ば
れ
る

武
士
が
平
家
方
と
し
て
参
戦
し
て
お
り
、
平

井
清
隆
の
こ
と
で
あ
る
か
と
考
え
る
人
も
い

ま
す
。
平
井
氏
の
館
跡
は
石
和
町
上
平
井
に

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
痕
跡
は
ま
っ
た
く

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
河
内
義
長
も
治
承

４
年
８
月
25
日
に
兄
で
あ
る
武
田
信
義
ら
と

と
も
に
、
源�

頼
朝
に
合
流
す
る
た
め
駿
河

へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
義
長
の
動
向
は
し
ば

ら
く
不
明
に
な
り
ま
す
が
、
壇
ノ
浦
の
戦
い

後
の
元
暦
２
年
（
１
１
８
５
）
に
は
対
馬
（
長

崎
県
）
の
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
山
国
甲
斐
の
人
間
で
あ
る
義
長

が
離
島
で
あ
る
対
馬
の
守
護
を
勤
め
た
理

由
は
不
明
で
す
が
、
義
長
が
源
平
の
争
乱

時
に
「
伊
豆
水
軍
」
を
中
心
と
し
た
水
軍

に
参
加
し
、
海
上
か
ら
の
攻
撃
で
大
き
な

成
果
を
挙
げ
た
た
め
と
考
え
る
説
も
あ
り

ま
す
。
河
内
氏
の
館
跡
な
ど
も
不
明
で
す
が
、

南
北
朝
期
の
資
料
か
ら
石
和
町
の
井
戸
や

小
石
和
、
松
本
付
近
に
領
地
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
和
天
皇

貞
純
親
王

源
経
基

満
仲

頼
親

頼
朝

頼
信

頼
義

義
家

義
光

義
業

義
清

清
光

昌
義
（
佐
竹
）

光
長
（
逸
見
）

信
義
（
武
田
）

遠
光
（
加
賀
美)

義
定
（
安
田
）

清
隆
（
平
井
）

義
長
（
河
内
）

光
義
（
田
井
）

信
清
（
八
代
）

厳
尊
（
曽
祢
）

義
行
（
奈
古
）

義
成
（
浅
利
）

忠
頼
（
一
条
）

兼
信
（
板
垣
）

有
義

信
光
（
石
和
）

光
朝
（
秋
山
）

長
清
（
小
笠
原
）

光
行
（
南
部
）

義
親

義
国

為
義

義
朝

頼
朝

義
重
（
新
田
）

義
康
（
足
利
）

1

2

3

4

7 56

武田氏系図　　番号は『甲斐国誌』による武田氏歴代

義
綱

平井氏の館があったとされる場所（石和町上平井周辺）
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総務部　収税課

会計課

総務部　税務課

市民環境部　国民健康保険課

◎問合せ先

◎問合せ先

　申告はもうおすみでしょうか。
　申告期限間近になりますと、窓口が大変混雑します。申告は早めにすませましょう。
　詳しくは、「広報ふえふき２月号」をご覧ください。

■申告場所
笛吹市役所本庁
各支所（御坂支所・一宮支所・八代支所・境川支所・春日居支所・芦川支所）

■申告に必要なもの
（１）申告書（税務署または市役所から送付されていない人には税務課窓口及び申告会場に用意して
　　　あります）
（２）印鑑
（３）源泉徴収票（給与所得者・年金受給者など）
（４）収支内訳書または収支決算書（営業等・農業・不動産所得者）
（５）控除関係書類（医療費の領収書、生命・損害保険料、国民年金保険料等の控除証明書など）

　現在、皆様のお手元にある国民健康保険被保険者証（保険証）の有効期限は、平成１９年３月３
１日までです。４月からは使用出来なくなりますので、平成１９年度の新しい保険証を３月下旬に
送付します。
　なお、平成１８年度分までの保険料に未納がある方には、１カ月間の期限付き保険証（短期証）
を送付します。つきましては、保険料の納付についてお早めに市役所・国保担当窓口までご相談く
ださい。

※社会保険等に加入された方は、国民健康保険の喪失の手続が必要になりますので、職場の健康保険被保険者
証と国民健康保険被保険者証、印鑑をお持ちになり市役所・国保担当窓口または各支所住民課担当窓口で手
続をしてください。

　国民健康保険には所得に応じて保険税の軽減（７割・５割・２割）が受けられる制度がありますが、
世帯の国保加入者（社保に加入している世帯主を含む）で申告をしていない方がいる場合は、軽減
を適用することが出来ませんので、必ず確定申告をしてください。

※税法上の被扶養者となっている方以外は、確定申告が必要となります。所得のない方も、その旨の確定申告
をしてください。

●総務部　税務課　市民税担当　０５５－２６２－４１１１（内線１３４～１３７）
●御坂支所地域課　０５５－２６２－２２７１
●一宮支所地域課　０５５３－４７－１１１１
●八代支所地域課　０５５－２６５－２１１１
●山梨税務署　個人課税担当　０５５３－２２－１４１５

０５５－２６６－２１１１
０５５３―２６－３１１１
０５５－２９８－２１１１

境 川 支 所 地 域 課
春 日 居 支 所 地 域 課
芦川支所地域住民課

●

●

●

◎問合せ先

●

●

●

■平成19年度の国民健康保険証を送付します

■国民健康保険税の軽減を受けるには確定申告が必要です

●市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　０５５－２６２－４１１１（内線１２１）　
●御坂支所住民課　０５５－２６２－２２７１
●一宮支所住民課　０５５３－４７－１１１１
●八代支所住民課　０５５－２６５－２１１１

０５５－２６６－２１１１
０５５３－２６－３１１１
０５５－２９８－２１１１

境 川 支 所 住 民 課
春 日 居 支 所 住 民 課
芦川支所地域住民課

　市税は、口座振替で納めることができます。一度申し込みいただきますと、決められた納期限の
日に、申し込まれた金融機関の預金口座から自動的に振り替えられます。
　お忙しい方、共稼ぎ等で平日納めにいけない方には、口座振替は特に便利です。

　ご利用される方は、市内の金融機関に備え付けの〈笛吹市市税等預金口座振替依頼書〉に必要事
項を記入の上、口座の届出印を押印し、あなたの預貯金口座のある取扱金融機関へお申し込みくだ
さい。
　申込用紙は、市役所本庁・支所または、市内の金融機関に備えてあります。

・市県民税（普通徴収のみ）・固定資産税（都市計画税を含む）���������
・軽自動車税　　　　　　　・国民健康保険税

山梨中央銀行、笛吹農業協同組合、フルーツ山梨農業協同組合、甲府信用金庫、山梨信用金庫、
山梨県民信用組合、郵便局

　支所での市税等の納入には、長い間山梨中央銀行派出所窓口をご利用いただきましたが、４月１日
からは支所職員への窓口納入に変わります。今までと同様に、午前８時３０分から午後５時３０分ま
での間、納入することが出来ますのでご利用ください。また、納入には手続きが簡単で便利な口座振
替払やお近くの下記金融機関でも納入することが出来ますので併せてご利用ください。

○�山梨中央銀行本支店・甲府信用金庫本支店・山梨信用金庫本支店・山梨県民信用組合本支店
　�笛吹農協本支所・フルーツ山梨農協本支所

■便利な口座振替

■簡単な手続きで

■口座振替できる市税等

■取扱金融機関

●会計課　０５５－２６２－４１１１（内線１９２）

◎問合せ先 ●総務部　収税課　０５５－２６２－４１１１（内線１４０）

納 税 者

市 役 所

申込の

金 融 機 関
①口座振替申し込み

②
口

座
振

替
依

頼①
納

税
通

知
書

③
振

替
納

付
書

④
振

替
済

通
知

書

※納税の準備をお願いします。

※口座振替日の預貯金残高の確認をお願いします！
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保健福祉部　福祉総務課保健福祉部　健康づくり課

◎問合せ先

０５５－２６１－１９０１
０５５－２６２－２２７１
０５５３－４７－１１１１

保健福祉部健康づくり課
御 坂 支 所 健 康 福 祉 課
一 宮 支 所 健 康 福 祉 課

０５５－２６５－２１１１
０５５－２６６－２１１１
０５５３－２６－３１１１
０５５－２９８－２１１１

八代支所健康福祉課
境川支所健康福祉課
春日居支所健康福祉課
芦川支所地域住民課

●

●

●

●

●

●

●

　もうすぐ４月です。

　４月は、入園、入学、進級など新しい生活がスタート

する季節です。

１．早寝・早起き

２．三食しっかり食べる

３．昼間は活動的に動く

　規則正しい生活のリズムは、子どもたちにとってとて

も大切になります。

　新しい生活環境に早く慣れるように、基本的な生活リ

ズムを整え、体調を万全にしていきましょう。

　平成１７年度の笛吹市幼児健診受診児「生活のようす

アンケート」から就寝時間（グラフ１）、起床時間（グ

ラフ２）を集計しました。

　５歳になると５０.９％が午後９時までに就寝し、６４.０

％が午前７時までに起床しています。保育園・幼稚園な

どの集団生活をしている子どもが多くなっているためと

思われます。しかし、まだ１１.７％の子どもが１０時過

ぎに眠り、９.１％の子どもが８時過ぎに起きています。

　夜９時までに眠り、朝６時～７時頃に起きることで、

朝食もしっかり摂れ、排便を済ませてから出かけること

ができるので、一日を快適に過ごせるようになります。

　子どもは入園、入学だからと急に早く起こしても、す

ぐには適応できず、体に大変な負担をかけてしまいます。

　起床時間を早くするには、１カ月くらいをかけて、数

分ずつ、徐々に早く起こしていきましょう。

　子どもの「睡眠」や「生活のリズム」を整えることの

大切さを大人が知り、お子さんの生活リズムを作ってい

くことが大切なポイントになります。

睡眠はとても大切です。
睡眠で、生活リズムのバランスを保ちます。
睡眠中に出る　主な　ホルモンなどは・・・
・尿を濃くする・・・・・・・・・・・「抗利尿ホルモン」
・骨や筋肉をつくる・・・・・・・・・「成長ホルモン」
・心をリラックスさせる・・・・・・・・�「メラトニン」
・怒りをおさえる・・・・・・・・・・・・・・「セロトニン」
・風邪などを予防する・・・・・・・・・・・・・「免疫力」

体内時計　25時間
地球時間　24時間

「朝の光」を浴びることはこの
ズレを直すことに役立ちます。

グラフ1　幼児の就寝時間（平成17年度笛吹市生活のようすアンケートより）

グラフ2　幼児の起床時間（平成17年度笛吹市生活のようすアンケートより）

◎問合せ先

◎問合せ先

　笛吹市では、市内にお住まいの障害者等が、地域で自立した在宅生活が送れるよう支援することを目的とした「社
会参加支援事業」を行っています。
　平成１９年度分の申請を３月１日から受け付けます。サービスを新たに希望する方、及びすでに受けている方
は申請をしてください。
　対象者は、身体・知的・精神障害者（児）及び発達障害児（者）となります。

■サービスの内容
・移動支援サービス　・日中一時支援サービス　・生活訓練等サービス　・経過的介護給付サービス
サービス量は聞き取り等、調査の上決定されますので、お気軽にご相談ください。

■申請場所
　保健福祉部福祉総務課（笛吹市福祉事務所）及び各支所

　在宅の重度心身障害者（児）及び要介護老人の方が、通常の交通機関を利用することが困難なため、タクシー
を利用する場合にその料金の一部を助成します。

対象者にタクシー利用乗車券（１枚５９０円）を年間で４８枚交付します
平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで
次のア、イ、ウいずれかの項目に該当し、かつ、自動車税、軽自動車税等の減免を受けていない方で、
本市の住民基本台帳または外国人登録原票に登録されている在宅の方
（ア）障害者手帳の交付を受けた方で、障害程度が肢体不自由及び視覚障害の１級または２級に該

当する方及び内部機能障害１級の方
（イ）療育手帳の交付を受けた方で、障害程度がAに該当する方
（ウ）要介護老人（非課税世帯で介護慰労金の支給を受けている方に介護されている方）

平成１９年３月２８日（水）から
※平成１９年５月以降に申請した場合は、交付枚数が減りますのでご注意ください。

保健福祉部福祉総務課（石和保健福祉センター内）または各支所

○障害者手帳（必ず持参してください）　○印鑑

■助成内容
■有効期間
■対　　象

■ 申請受付日

■申請受付・交付場所

■持参するもの

●保健福祉部　福祉総務課　障害福祉担当　０５５－２６２－１２７１（内線１２４）　●各支所

　障害のある方や、その保護者からの様々な相談に応じ、障害者が自立した日常生活や社会生活が送れるように
支援する「相談支援事業」をご利用ください。

■相談内容
　福祉サービスの利用、社会資源の活用、権利擁護、その他在宅生活を送る上で相談したいことがありましたら、
お気軽にご相談ください。

■相談場所
《身体障害者と精神障害者の方は》
　笛吹市石和町市部４４８　支援センターふえふき　０５５－２６３－１７７７
《知的障害者の方は》
　笛吹市八代町北２３６　美咲園福祉支援センター内　障害者相談支援事業所　０５５－２６５－１８５０

先述の相談場所または　●保健福祉部　福祉総務課　障害福祉担当　０５５－２６２－１２７１

◎問合せ先
●保健福祉部　福祉総務課　障害福祉担当

０５５－２６２－１２７１

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合Ⅰ期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合�Ⅰ期

二 種 混 合 Ⅱ 期
（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 Ⅰ ・ Ⅱ 期

予防接種名

平 成 1 ８ 年 1 2 月

平 成 1 8 年 3 月

平 成 ８ 年 3 月

現在見合わせています

＊対象者には、予診票、契約医療
機関等の詳しいお知らせをします。
接種時期等の内容をよく確認し
契約医療機関にて予防接種を受
けてください。

＊他市町村より転入してきた方、
予診票のない方、有効期限切れの方はお住まい
の地域の下記連絡先までお問い合わせください。
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保健福祉部　児童課

◎申込・問合せ先

◎問合せ先

あなたも子育てを地域で助け合うネットワークに参加しませんか。

　笛吹市では、子育て支援の一環として市内４つの公立保育所で、平成１９年４月１日から一時保育事業をはじめます。

■�対象児童�
　保護者とともに笛吹市内に住所を有し居住しており、保育所の入所要件に当てはまらない、おおむね満１歳か
ら就学前の集団保育が可能な児童。
■�一時保育期間�
１．事前予約のうえ利用する場合・・・・・週３日以内で、継続して６カ月を限度とする。
２．緊急に利用する場合�・・・・・・・・・１カ月の内、１４日以内。
■�一時保育時間�
平　日：�午前８時３０分　～　午後５時３０分まで
土曜日：�午前８時３０分　～　午後１２時３０分
休所日：�保育所の休所日（日曜、祝祭日、年末年始１２月２９日～１月３日）
■�実施場所�
１．石和第三保育所　　石和町中川３３０　　　　　０５５－２６２－２０６１
２．石和第五保育所　　石和町松本１８１－１　　　０５５－２６２－２４３１
３．御坂北保育所　　　御坂町金川原３８０　　　　０５５－２６３－０５５６
４．かすがい西保育所　春日居町熊野堂２４３－３　５５５３－２６－２３５９
■�一時保育利用料�
・生活保護世帯・・・・・０円
・上記以外の世帯・・・・４歳以上児　１，０００円　（１人あたり���日額）
　　　　　　　　　　　　３歳児　　　１，３００円　（　�　　�〃�　　　）
　　　　　　　　　　　　３歳未満児　１，５００円　（　�　　�〃�　　　）
上記以外に、おやつ等の飲食代（実費）は別途、利用者の方に負担していただきます。
■�入所手続きについて
入所手続きは、保健福祉部児童課保育所担当または各支所で行うことができます。
なお、詳細については、笛吹市役所　児童課　保育所担当（☎０５５－２６１－１９０４）までお問い合わせください。
■�一時保育を実施している私立保育園
下記の私立保育園でも一時保育を実施しています。
実施時間、一時保育利用料などの詳細は各保育園へ、お問い合わせください。

（私立保育園）
１．一宮保育園　一宮町東原４１０　　　　　０５５３－４７－２５４８
２．八代保育園　八代町南９３１　　　　　　０５５－２６５－２２０５
３．境川保育園　境川町小黒坂１６４０－１　０５５－２６６－４１３２

毎月１回（第２月曜日～金曜日の各曜日）　午前１０時３０分～１２時
笛吹市一宮町末木８３９－１　一宮福祉センター２階
笛吹市子育て支援センター「きっずいちのみや」
市内在住の親子（０歳児～３歳時）　※初めての方を優先させていただきます。
・月曜日　１歳７カ月～２歳児　　　・火曜日　２カ月～３歳児
・水曜日　２カ月～１０カ月児　　　・木曜日　２歳～３歳児
・金曜日　１１カ月～１歳６カ月児　　※各曜日１０組
○親子あそび・わらべうた・リトミック・工作など
○おしゃべりタイムで子育て情報の交換など

スタッフとみんなのアイデアで創り上げていくサークルです。サークルが１年後に自主運営で
きるまでのサポート、その後の活動もネットワーク内で支援していきますので、安心して参加
してください。

年間２，４００円（毎月２００円）　※前期・後期で徴収します。　※材料費等は含みます。

　仕事と育児の両立を支援し、安心して子育てができるように「子育ての

手助けをしてほしい」「子育てのお手伝いをしたい」と思っている方を会

員として募り、お互いが助け合いながら活動する組織として「ファミリー

サポート事業」が平成１９年度から始まります。

　依頼会員（お願いする人）と提供会員（任せてほしい人）に登録しても

らい相互援助活動（有料）を行ないます。【� 補償保険に加入するので安心

して活動できます。】

　できることを、できる時に、できる範囲で無理せずに少しずつお手伝い

ください。　是非登録をお願いします。（会員登録は無料です。）

援助（サポート）の内容は

★�保育所・幼稚園等の開始前や終了後に子どもを預かること

★�保育所・幼稚園まで、子どもを送迎すること

★�学校の放課後や学童保育クラブ後のお迎え、子どもを預かること

★�子どもが軽度の病気の場合など臨時的、突発的に子どもを預かること

★�保護者の急用（傷病、看護、冠婚葬祭など）のため、少しの間、子どもを預かること

★�会員の仕事と子育ての両立を図るために、援助を必要とする時に子どもを預かること

★�その他、会員が育児疲れのリフレッシュなどの子育てを離れて自分自身の時間を持つため、

　�援助を必要とする時に子どもを預かること　など

■

■

■

■

■

■

活 動 日
場 　 　 所

対 　 　 象
募 集 人 数

内 　 　 容

会 員 費

●きっずいちのみや　０５５３－４７－１３４５　※定員になり次第締め切らせていただきます。

●保健福祉部　児童課　保育所担当
０５５－２６１－１９０４

いいですよ。
月曜日、夕方でね。

保育園のお迎え
お願いできますか？

笛吹市
ファミリー・サポート・センター

月曜日、残業なので
保育園のお迎え
お願いします。

②
�

依
頼

⑥
�

活
動

報
告

⑤�利用料

④�事前打合せ・援助活動

アドバイザー

依頼会員 提供会員

【�依頼会員�】・・・手助けをしてもらいたい人
【�提供会員�】・・・手助けをしたい人
【�両方会員�】・・・手助けをしてもらいたい、また場合に
　　　　　　　　　��よっては手助けをしてあげたい人

☆提供会員・両方会員は、事業の仕組みや決まり、子育てに関する

　知識を学んでいただくために講習会を受講していただいています。

①
�

申
込

み

③
�

提
供

会
員

の
紹

介

《�会員登録申込み先�》

笛吹市役所

　　児童課　児童家庭担当

☎０５５－２６１－１９０４

提供会員さんに
連絡してみます。
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（１）市営住宅（公営住宅）

入居収入基準

入居収入基準

１�募集団地
　　政策的に空家としている団地を除く団地（下記参照）の各団地ごとの申し込みを受け付けます。

備考団地名 住　所 建設年度 構　造 床面積 規格 戸数 家　賃

収入基準 世　帯　の　人　数　に　よ　る　年　収

収入基準

（注）この表は、収入を得ている者が１人の場合です。
※（月収）は、所得金額より公営住宅法上の控除を引いて１２で割ったものです。
※高齢者・障害者・小学校就学前の子供のいる世帯は、収入基準が緩和されていますので、お問い合わせください。

（２）公営住宅（特定公共賃貸住宅）
※随時募集しておりますので、建設部土木課までお問い合わせください。

※（月収）は、所得金額より公営住宅法上の控除を引いて１２で割ったものです。

(１)�市内に住所または勤務先があること。

(２)��住宅に困窮していることが明らかであること。

(３)��現在、公営住宅（県営、市町村営等）に入居していないこと。

(４)��世帯を構成していること、ただし、申し込み時に世帯を構成していなくても婚約中で「婚約承諾

　　�書」が提出でき、かつ契約時には新戸籍謄本、または婚姻届受理証明書を提出できる方は申し込

　　�むことができます。

(５)��市内に居住し、かつ、年間所得金額１８０万円以上（年収入３００万円以上）の収入があり、市

　　�税等に滞納のない人で家賃その他の市営住宅に係る債務を保証する能力を有する連帯保証人をた

　　�てられること。（現在、公営住宅に入居している方、または入居予定者は連帯保証人にはなれま

　　�せん。）

(６)��日本国籍を有すること、または短期滞在者を除く外国人であること。

(７)��公営住宅法で定める基準内の収入であること。

３�申込資格
　　次の要件のすべてを備えている方に限ります。

２�募集期間
　　平成１９年３月１２日（月）～平成１９年３月１６日（金）

４�提出書類

５�入居上の注意点

６�入居者の決定

７�申込受付場所

(１)��笛吹市営住宅入居申込書
(２)��現住所の付近見取図及び現住宅の間取図
(３)��所得を証明する書類
２人以上の方に収入のある場合には、それぞれの
方について証明を提出していただきます。

【給与所得者の場合】
Ａ　前年１月１日から現在の勤務先に勤めている
　　場合
　ａ　１月～５月の申し込みは
　　前年の源泉徴収票を添付した給与証明書
　（指定用紙に勤務先が証明したもの）
　　または前々年中の所得（課税）証明書
　（市が発行したもの）
　ｂ　６月～１２月の申し込みは
　　前年中の所得（課税）証明書
　（市が発行したもの）
Ｂ　前年１月１日以降就職、または転職した場合
　　勤務先が転職した月から１２カ月分の見込み
　　の年収を証明した給与証明書
　（添付書類として、申し込みまでの月々の給与
　　明細書）
注）見込みは、月収×１２カ月で計算してください。
　　ボーナスは算入されません。

【個人事業者の場合】
Ａ　市町村長が証明した前年中の所得（課税）
　　証明書
Ｂ　前年１月２日以降事業を開始した方は、
　　１カ月以上の実績が必要です。
　・事業収支明細書（指定用紙）
　・税務署等に提出した開業届の控え

【年金収入の場合】
　年金の金額のわかるハガキと前年中の所得(非
　課税)証明書(市町村が発行したもの)

【配偶者などの同居親族に無職の方がいる場合】
（次のいずれかの書類が必要）
　・１６歳以上の学生は、在学証明書提出
　・退職証明書、または退職予定証明書
　・扶養証明書、または非課税証明書(市町村が
　　発行したもの)
　・離職票、雇用保険受給者資格票（ハローワー
　　クが発行したもの）
　・健康保険、厚生年金保険資格喪失連絡票（社
　　会保険事務所が発行したもの）
（４）市町村民税に関する証明（市の指定の用紙）
　　　過去に笛吹市に税の滞納がない証明
　　　２人以上の方に収入がある場合は、それぞ
　　　れの方に提出していただきます。
（５）婚約中での申し込みの場合は、婚約承諾書
　　　入居契約までに入籍し、新戸籍謄本を提出
　　　していただきます。
（６）住民票の謄本（戸籍ではありません）
　　・婚約中の方は、双方の住民票を提出してく
　　　ださい。
　　・外国籍の方は、外国人登録済み証明書が必
　　　要となります。
（７）連帯保証人の所得証明、住民票
（８）その他
　　　申し込み内容により、上記以外の書類を提
　　　出していただく事もあります。

・団地に入居すると、各団地の自治会に入会して頂きます。
　また、家賃以外に自治会費・共益費等（団地ごとに異なります。）がかかります。

(１）提出された書類の内容を審査します。

(２）募集戸数以上の申し込みがあった場合は公開抽選により入居決定します。

(３）決定した方に入居決定の通知をします。

　　　　　※入居決定予定　　３月下旬

石和支所�055－262－4111

御坂支所�055－262－2271

一宮支所�0553－47－1111

境川支所　�055－266－2111

春日居支所�0553－26－3111

芦川支所　�055－298－2111

建設部土木課（八代分庁舎）

（直通）

055－265－4761

各支所

次のとおり市営住宅の入居者を募集します。

※（１）から（８）までの書類を提出してください。

※石和中川東部団地は、６０歳以上単身者・障害者の方の単身入居が可能です。
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産業経済部　農政課 建設部　土木課

産業経済部　農政課

◎問合せ先

◎問合せ先

◎問合せ先

◎相談窓口・問合せ先

　森林は、水資源のかん養、災害の防止、木材生産など多面的な機能を有し、私たちの生活になくて
はならないものです。また、野生生物の棲み家であったり、地球温暖化の防止という重要な役割をも
担っています。しかし、ヒノキなどの人工林では手入れが行き届かず、荒廃した森林が増加している
のが現状で、森林のもつ多面的機能の維持、向上を図るためには間伐により手入れをすることが必要
です。
　山梨県で推進している『環境公益林整備支援事業』は、国と県が経費を負担することで、森林組合
等が森林所有者の負担なしで間伐を行う制度です。お持ちの山や身近な山で間伐を行えず荒廃してし
まった森林がありましたら、笛吹市役所産業経済部農政課、最寄りの森林組合、峡東林務環境事務所
までお問い合わせください。

＜対象となる森林、条件など＞
　市町村森林整備計画で『水土保全林』か『森林と人との共生林』に位置づけられている私有林で、
①非常に混み合っている　②樹高に比べ幹が細く折れ易い　③形質が不良の木が多いなどの条件があ
ります。
　また、間伐後１０年間は転用又は皆伐を行わない、２０年間は公益的機能を損なう行為を行わない
といった内容の協定、誓約を交わしていただきます。

　住宅のリフォーム等お困りのことがありましたらご相談ください。

○�これからリフォームをお考えの方へのトラブル防止のためのアドバイス
○�耐震診断・改修における補助制度について
○�リフォームに関するパンフレット・チラシの配布
○�各種情報提供
・�(財)住宅リフォーム・紛争処理支援センターの紹介
・�リフォネット登録業者名簿の設置・閲覧・ホームページ等の紹介
・�トラブルになった場合の専門相談機関窓口の紹介

■窓口の主な業務

笛吹市八代町南９１７
笛吹市役所八代分庁舎
●建設部　土木課　総務担当
　　055－265－4761（直通）

（平成１９年全国山火事予防運動統一標語）

春は、空気が乾燥していて、山火事が起こりやすくなります。
森林は、木材や山菜などのほか、私たちの生活にかかせない水や空気を与えてくれる大切な財産です。
燃えてしまった森林を元の姿に戻すためには多くの時間が必要です。
山火事の防止に努め、豊かな自然を守りましょう。
�
山火事を起こさないため、次のことに注意しましょう。

○�枯れ草等のある火災が起こりやすい場所では、たき火をしない
○�たき火等火気の使用後、その場所を離れるときは完全に消火すること
○�強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない
○�火入れを行う際、許可を必ず受けること
○�たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消火するとともに、投げ捨てないこと
○�火遊びはしないこと

�
平成１９年３月１日～７日まで「全国山火事予防運動」統一実施期間として警戒を強化しています。
なお、５月頃までは空気が乾燥し、強風が吹きやすいなど「山火事発生危険期」が続きますので、
火気の取扱には細心の注意を払い、林野火災の未然防止の徹底にご協力をお願いします。

●産業経済部　農政課　０５５－２６２－４１１１（内線２３１）

　平成１８年度の「緑の募金」運動を春季期間４月１日～５月３１日（一宮・八代・境川・春日居・芦川地
区）及び秋季期間９月１日～１０月３１日（石和・御坂地区）に実施し、このほど集計がまとまりました。
　家庭・企業募金、職場募金合計で２，９９８，３３８円もの募金をいただき、ありがとうございました。
　この「緑の募金」は、緑化の推進として市内の学校への植栽や緑化資材の購入、公共施設の緑化、緑の少
年隊の育成、緑化の啓発など笛吹市緑化推進会議の緑化事業に活用します。その他には、森林の整備として
水源の森やみんなの森の造成、適切に管理されていない森の整備、国際協力として熱帯林の保全、砂漠の緑
化などに活用します。
　ご協力ありがとうございました。

●笛吹市緑化推進会議（産業経済部農政課内）
TEL�０５５－２６２－４１１１（内線２３１）　FAX�０５５－２６２－４１１５

●産業経済部農政課　　TEL�055－262－4111（内線231）FAX�055－262－4115
●中　央　森　林　組　合　　TEL０５５－２３２－０５８１
●峡　東　森　林　組　合　　TEL０５５３－３３－２９０１
●峡東林務環境事務所森づくり推進課　　TEL０５５３－２０－２７２２

一般の造林事業

環境公益林整備支援事業

国補助金
５１％

県補助金
１７％

所有者負担
３２％

国補助金
５１％

県補助金
１７％

県上乗せ交付金
３２％

整備前 整備後
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公営企業部　下水道課 公営企業部　水道業務課

公営企業部　下水道課

◎問合せ先

　上下水道使用料（春日居地区温泉使用料を含む）を口座振替でお支払いの

お客様は、３月のみ２０日（火）が振替日となりますのでご注意ください。

　なお、４月以降は従来どおり２５日が振替日となりますので、口座の残高

確認をお願いします。

　現在、受益者負担金をお支払中の受益者負担金の納付方法を、分割納付から一括納付へ変更することができます。

◇�分割納付から一括納付への変更
　分割納付の場合は年４回支払いをしなければならず報奨金もありませんが、一括納付の場合はまとめてお支払を
していただくため報奨金がつきますので、積極的にご利用ください。
　ただし、変更する場合には以下の条件が付きますので、ご注意ください。

◇変更出来る方の条件
①過年分の未納がない方。
　平成１９年度以降の受益者負担金の支払を一括納付で希望する場合は、平成１８年度分を含む過去に未納がない
方に限られます。
　「支払ってあるかどうかが心配･･･」などご不明な方は、下水道課までお問い合わせください。
②６月１日～１４日までの間に完納できる方
　一括納付の場合は納付期間が６月１日～１４日までとなっています。１日でも過ぎると、報奨金のつかない分割
納付扱いとなりますので、一括納付を希望された方は６月１４日までにお支払をお願いします。

◇変更の手続き方法
　手続きは電話で出来ますので、公営企業部下水道課まで電話をお願いします。その際、お名前や通知書番号（も
しくは受益者番号）、また過去に未納がないか確認させていただきますので、ご了承ください。

　受益者に下記のような変更があった場合は、必ず届け出をお願いします。
　届け出がない場合、通知が届かなかったり旧受益者に負担金がかかったりするなど、受益者の皆さんに迷惑がかか
ることになりますので、届け出は必ずお願いします。

☆住所が変わった場合　
　　　　　→『下水道事業受益者（納付管理人）住所（居所・事務所）変更届』
☆受益者が変わった場合
　　　　　→『下水道事業受益者異動届け出書』

　受益者決定後、負担金納付途中で売買・その他の事由により受益者に変更があった場合は、新受益者が旧受益者の
負担金納付を引き継いでいただきます。この届け出がない場合、旧受益者に継続して負担金がかかることになります
ので、必ず届け出をお願いします。
　なお、届け出書は下水道課および各支所住民課に準備してあります。不明な点がありましたらお問い合わせをお願
いします。

◎問合せ先 ● �公営企業部　下水道課　総務担当　０５５３－２６－５５４７

● �公営企業部　水道業務課　料金担当　０５５３－２６－５５４６

◎問合せ先 ●公営企業部　下水道課　総務担当　０５５３－２６－５５４７

〈対象地区（奇数月にご請求がある地区）〉
○石和Ｂ地区（東町、仲町、西町、窪中島、八田、山崎、駅前、松本、山岸、日の出、下平井、

　　　　　　　上平井、中川、下成田、荒屋）

○御坂全地区

○八代Ｂ地区（北、高家、増田、米倉、竹居）

○一宮Ｂ地区（末木、本都塚、金田、坪井、田中、中尾、南野呂、北野呂、上矢作、桃の里

　　　　　　　団地、竹原田、東原、小城、下矢作）及び一宮下水全地区

○春日居全地区及び春日居地区温泉

※使用場所によっては、この区分けに該当しない場合があります。

　現在、下水道を利用されている方の中で、井戸を利用されている方【計量装置(井戸メーター)� を設

置されている方は対象外です。】は、転居(転出)などの人数増減により、下水道使用料金が変わります。

　つきましては、対象者の方で人数変更がある場合は、随時、変更届を下水道課まで提出してください。

　なお、変更届の書類は、下水道課及び各支所住民課に準備してあります。

　また、不明な点がありましたら、お問い合わせをお願いします。

○水量の計算方法

①井戸のみの認定水量

　１カ月あたり１人７㎥　×　家族構成人数　×　２カ月分

②井戸と水道の併用の場合の水量計算

　水道水量(検針水量)　＋　(�井戸のみ認定水量÷２)

※ただし、①の水量が②の水量より多い場合は、①の水量となります。

(注意)

・就学前の子供も家族構成人数に入ります。

・井戸を廃止する場合も、事前に下水道課までご連絡ください。

・芦川地区にお住まいの方は、対象外です。

■支払方法の変更ができます。（分割納付から一括納付へ）

例：平成１８年賦課・負担金額合計１０万円の場合

○�分割でお支払の場合�○ 単位（円）

１８年度分� １年目� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ２０，０００

１９年度分� ２年目� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ２０，０００

２０年度分� ３年目� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ２０，０００

２１年度分� ４年目� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ２０，０００

２２年度分� ５年目� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ５，０００� ２０，０００

年合計年　度 第１期（６月） 第２期(８月) 第３期（10月） 第４期（12月）

○�一括でお支払の場合�○ 単位（円）

��１８年度� １年目� ５年分� １００，０００� １９．３％� １８，３３０� ８１，６７０

��１９年度� ２年目� ４年分� ８０，０００� １５．２％� １１，４００� ６８，６００

��２０年度� ３年目� ３年分� ６０，０００� １１．１％� ６，１００� ５３，９００

��２１年度� ４年目� ２年分� ４０，０００� ７．０％� ２，４５０� ３７，５５０

��２２年度� ５年目� １年分� ２０，０００� ２．９％� ４３０� １９，５７０

納めていただく金額(円)年　度 一括納付出来る年数 支払総額(円) 報奨率 報奨金(円)�

※報奨金の計算方法（支払総額　－　年度の第１期分納付額）×　報奨率　→　報奨金

■受益者に変更があった場合は届け出を
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加
賀
美
　
功
一
さ
ん
︵
八
代
町
︶

　
加
賀
美
さ
ん
は
中

学
生
の
時
か
ら
、
地

域
の
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ス
に
所
属
し
、

高
校
２
年
の
時
か
ら

は
笛
吹
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
ス
の
会
長
を
務
め
、
地
域
活
動
や
野
外

活
動
に
活
躍
。
社
会
人
と
な
っ
た
現
在
も
、
県

子
ど
も
ク
ラ
ブ
指
導
者
連
絡
協
議
会
に
所
属
し
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
活
動
や
子
ど
も
ク

ラ
ブ
の
活
動
等
に
尽
力
す
る
な
ど
、
青
少
年
の

健
全
育
成
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
内
閣
府
の
表
彰
を
受
け
た
も
の
で
す
。

◎
日
時
　
平
成
19
年
３
月
３
日︵
土
︶

　
開
演
　
午
後
６
時
30
分
︵
開
場
　
午
後
６
時
︶

◎
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

◎
入
場
料
　
無
料

◎
内
容
　
☆
第
１
部
　
世
界
の
歌
・
映
画
の
歌

　
　
　
　
☆
第
２
部
　
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ

　
　
　
　
☆
第
３
部
　
合
唱
曲

◎
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
︱
４
７
︱
１
７
０
６
︵
有
賀
︶

　
違
う
学
校
や
、
違
う
学

年
の
お
友
達
と
１
日
楽
し

く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◎
日
時

　
平
成
19
年
３
月
28
日︵
水
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ

ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

◎
参
加
料
　
無
料

◎
対
象
者
　
小
学
生
︵
卒
業
す
る
６
年
生
も
来
て
ね
︶

◎
定
員
　
各
40
人

◎
ル
ー
ル
　
碁
⋯
19
路
盤
を
使
用
し
互
先
で
黒

の
５
目
半
コ
ミ
出
し

◎
そ
の
他
　
予
約
が
必
要
で
す
。
お
弁
当
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　
手
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。

◎
期
間
　
平
成
19
年
３
月
11
日︵
日
︶午
後
１
時
〜
４
時

◎
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内

　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　
石
和
図
書
館

　
☎
０
５
５
︱
２
６
２
︱
５
９
５
９

　
笛
吹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
笛

吹
市
民
講
座
﹁
ス
コ
レ
ー
大
学
﹂

の
受
講
生
な
ら
び
に
ス
コ
レ
ー
大

学
講
師
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
作
品
展
に
出
品
を
希
望
す
る
受
講

生
は
笛
吹
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
ま
で
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
ス
コ
レ
ー
大
学
作
品
展
︼

◎
日
時
　
平
成
19
年
３
月
24
日
︵
土
︶

午
前
９
時
〜
25
日︵
日
︶
午
後
４
時

◎
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

︻
作
品
展
出
品
者
募
集
要
項
︼

◎
申
込
み
　
事
前
に
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
に
お
申
し
込
み
の
う
え
、

搬
入
期
間
中
に
春
日
居
あ
ぐ
り
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◎
搬
入
日
　
平
成
19
年
３
月
23
日︵
金
︶

午
後
１
時
〜
午
後
７
時

◎
搬
出
日
　
平
成
19
年
年
３
月
25
日︵
日
︶

午
後
４
時
〜
午
後
７
時

◎
申
込
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
市
民
講

座
担
当
︵
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
内
︶

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　

０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
６
０

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な
保
険
で
す
。

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事
故
及
び
賠
償
責
任
を
負
う
事

故
、
活
動
会
場
地
ま
で
の
往
復
中
の
事
故
が
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
中
の
突
然
死
に
対
し
て
も
共
済
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
︵
平
成
19
年
度
の
受
け
付
け
は
、
３
月
下
旬
か
ら
行
い
ま
す
︶

◎
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
　
☎
０
５
５
︱
２
６
５
︱
４
８
５
３

　
ま
た
は
各
地
区
体
育
担
当
ま
で

　
・
石
和
地
区
生
涯
学
習
課
︵
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
︶
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　
・
御
坂
支
所
地
域
課
　
　
☎
０
５
５
︱
２
６
２
︱
２
２
７
１

　
・
一
宮
支
所
地
域
課
︵
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
︶
☎
０
５
５
３
︱
４
７
︱
３
１
１
２

　
・
八
代
支
所
地
域
課
︵
八
代
総
合
会
館
︶
☎
０
５
５
︱
２
６
５
︱
４
０
１
１

　
・
境
川
支
所
地
域
課
︵
境
川
総
合
会
館
︶
☎
０
５
５
︱
２
６
６
︱
２
０
１
４

　
・
春
日
居
支
所
地
域
課
　
☎
０
５
５
３
︱
２
６
︱
５
５
１
４

　
・
芦
川
支
所
地
域
住
民
課
　
　
☎
０
５
５
︱
２
９
８
︱
２
１
１
１

◎
応
募
資
格
　
笛
吹
市
並
び
に
近
隣
市
町
村
に
在
住
の
小

学
生
以
上
な
ら
誰
で
も
Ｏ
Ｋ

　
９
月
29
日
︵
土
︶
と
30
日
︵
日
︶
の
本
番
と
、
左
記
の
練

習
日
程
に
参
加
で
き
る
方
︵
本
番
・
練
習
会
場
は
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。
︶

◎
練
習
日
程

☆
４
月
〜
５
月
　
毎
週
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

☆
６
月
〜
７
月
　
毎
週
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

と

毎
週
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

☆
８
月
〜
９
月
　
毎
週
水
曜
日
の
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

と

毎
週
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

︵
４
月
18
日
か
ら
練
習
開
始
し
ま
す
。
本
番
直
前
は
少

し
増
え
る
事
も
あ
り
ま
す
。
︶

◎
募
集
人
員
　
20
人
位︵
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。︶

◎
参
加
料
　
無
料

◎
募
集
方
法
　
４
月
13
日
︵
金
︶
ま
で
に
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

︵
小
学
生
は
、
保
護
者
が
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
︶

◎
主
催
　
笛
吹
市
﹁
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
﹂
支

援
事
業
実
行
委
員
会

　
笛
吹
市
教
育
委
員
会
で
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

お
な
じ
み
の
プ
ロ
の
将
棋
の
先
生
を
む
か
え
、

こ
ど
も
将
棋
教
室
を
お
こ
な
い
ま
す
。
将
棋
が

す
き
な
人
、
将
棋
を
お
ぼ
え
た
い
人
、
将
棋
が

強
く
な
り
た
い
人
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
日
時
　
平
成
19
年
３
月
10
日︵
土
︶午
後
１
時
〜
４
時

◎
場
所
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

◎
募
集
人
数
　
小
学
生
60
人

◎
来
場
す
る
日
本
将
棋
連
盟
プ
ロ
棋
士

　
・
豊
川
　
孝
弘
　
六
段

　
・
長
岡
　
裕
也
　
四
段

　
・
中
倉
　
彰
子
　
女
流
初
段

◎
申
込
方
法
　
各
市
内
小
学
校
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
︵
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
︶

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　

０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
６
０

笛吹市民講座特別講座

出演者募集内容

︻
弓
道
大
会
︼

◎
小
学
生
の
部
　
優
勝

⋯

上
田
眞
叶

　
準
優
勝

⋯

雨
宮
実
咲
　
３
位

⋯

桑
原
広
岳

◎
中
学
生
男
子
の
部
　
優
勝

⋯

菊
島
　
悟

　
準
優
勝

⋯

小
沢
尊
史
　
３
位

⋯

武
井
友
祐

◎
中
学
生
女
子
の
部
　
優
勝

⋯

萩
原
瑠
菜

　
準
優
勝

⋯

根
津
真
弓
　
３
位

⋯

手
塚
千
瑛

︻
卓
球
大
会
︼

◎
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
優
勝

⋯

山
本
拓
巳
　
準
優
勝

⋯

水
上
　
颯

　
３
位

⋯

坂
本
大
空

◎
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
優
勝

⋯

橘
田
昭
穂
　
準
優
勝

⋯

坂
本
輝
星

　
３
位

⋯

加
賀
美
結
香
、
坂
本
美
海

皆さん、笛吹市民劇団の旗揚げ公演「ピアニャン」
観てくれましたか？
今年は、あなたもミュージカルに出演して、心
に残る思い出づくりをしてみませんか？
市民劇団では第２期生を募集します。小学生以
上なら、誰でもＯＫです。県内で活躍する劇団「や
まなみ」さんが、演技指導から歌や踊り、裏方さ
んの仕事まで指導してくれますので、ぜひチャ
レンジしてください。ゼロからみんなでミュー
ジカルをつくりあげていきましょう。もちろん
衣装や大道具も自分たちで作ります。楽しいで
すよ。おとな大歓迎です。また、ミュージカルの
台本を書く人、曲を付ける人も募集しています。
９月29日（土）30日（日）にスコレーセンターで
公演予定です。
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日 時

場 所

内 容

平成19年3月11日（日）　午後1時から

笛吹市スコレーセンター全館

歌手ガールユニット「サーカディアンリズム」

ミニライブ

ブックリサイクル、工作

みんなで歌って踊ろう！　他

日 時

場 所

内 容

日 時

場 所

入場料

平成19年3月24日（土）　午後1時から

学びの杜みさか　視聴覚室

無料

※ブックリサイクルは両日とも（スコレーセンター・八代総合会館）午前10時から行います。

　なくなり次第終了しますので、お早めにご来館ください。（一般書・コミック・雑誌・料理本　他）

日 時

場 所

内 容

平成19年3月7日（水）　午後2時から

芦川ふれあいプラザ

朗読

笛吹市の民話（大型紙芝居）

しかけ大型布芝居

手作り工作　他

平成19年3月18日（日）　午前10時〜午後3時

八代総合会館全館

マジックショー（午後1時から）
　マジック全国ジュニアコンテスト優秀賞

　水野　翔さん（園芸高校2年）

おはなし会、ブックリサイクル

工作、迷路、リトミック　他

※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、敬老会・
公民館・まつり・老人ホーム・デイサービス施設・病院
等に出向き、年配者の方々にもサービスをさせていた
だいています。ご要望があれば随時出前おはなし会を
行っていますので、下記にお問合せください。

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、ご相談ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当雨宮）

●3月8日（木）・22日（木）　午前11時〜11時30分
おはなし会タンタン

●3月10日（土）　午後1時30分から
バムケロおはなし会

（土・日曜日に要望があれば随時お話会をしています）
お兄さんのおはなし会

●3月18日（日）　午前10時から
八代子どもまつり

●3月7日（水）・14日（水）・28日（水）
　※21日（水）は祝日でお休み。
　毎週水曜日　午前11時から

あかちゃんとママのおはなし会

●3月3日（土）　午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

おばあちゃんおはなし会

●3月13日（火）・27日（火）　午前10時30分から
おはなしのへやもも（乳幼児向け）

●3月10日（土）　午前10時30分から
おりがみを楽しもう!

●3月17日（土）　午前10時30分から
ぱぱとぐらんぱのおはなし会

●3月24日（土）　午前10時30分から
さくらんぼのおはなし会

●3月1日（木）・15日（木）・29日（木）　午前10時30分から
家族で始めようブックスタート

●3月3日（土）・10日（土）・17日（土）・24日（土）・31日（土）
　午前の部：11時〜11時30分
　午後の部： 2時〜 2時30分　 毎週土曜日2回開催

耳をすませばえほん隊

●3月11日（日）
図書館子どもまつり

平日⋯午前10時〜午後9時　土・日・祝日⋯午前9時〜午後5時

笛吹市石和図書館
平日・土・日⋯午前9時30分〜午後5時

笛吹市八代図書館

平日⋯午前10時〜午後7時　土・日・祝日⋯午前10時〜午後5時

笛吹市春日居ふるさと図書館

平日・土⋯午前9時〜午後5時

笛吹市境川図書室

●3月13日（火）・27日（火）　午前11時〜11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

おはなし会ぴょんぴょん

●3月3日（土）　午後2時から
楽蔵（らくぞう）（映画会・お話・工作）

●3月16日（金）　午前10時30分〜11時30分
ローズタイム（毎月第3金曜日）

平日⋯午前10時〜午後6時　土・日・祝日⋯午前9時〜午後5時

笛吹市御坂図書館

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

＊

＊

＊

＊

＊

＊

：

：

：

：

：

：

5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）

7日（水）・14日（水）・22日（木）・28日（水）・30日（金）

5日（月）・12日（月）・19日（月）・21日（水）・26日（月）・30日（金）

5日（月）・12日（月）・19日（月）・21日（水）・26日（月）・30日（金）

4日（日）・11日（日）・18日（日）・21日（水）・25日（日）

5日（月）・12日（月）・19日（月）・22日（木）・26日（月）・30日（金）

３月の
図書館
休館日

◆笛吹市石和図書館⋯⋯⋯☎ 055−262−5959
◆笛吹市御坂図書館⋯⋯⋯☎ 055−263−0363
◆笛吹市一宮図書館⋯⋯⋯☎ 0553−47−5220

◆笛吹市八代図書館⋯⋯⋯☎ 055−265−4011
◆笛吹市境川図書室⋯⋯⋯☎ 055−266−2014
◆笛吹市春日居ふるさと図書館⋯☎ 0553−26−2283

●3月7日（水）
（あんよ）午前10時15分〜10時45分（1歳6カ月児〜3歳児）
（だっこ）午前11時〜11時30分（0歳児〜1歳5カ月児）

おはなしのゆりかご

おはなしのぶらんこ

●3月10日（土）　午後2時から　 申込先：一宮図書館
　申込締切：3月7日（水） 　　　定　員：15人

チャレンジ教室

ミニミニおはなし会
●3月4日（日）・11日（日）・25日（日）　午後2時から

平日（火・木）⋯午前9時30分〜午後7時　平日（水・金）・土・日⋯午前9時30分〜午後5時

笛吹市一宮図書館

●3月18日（日）　午後1時30分から
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甲
府
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎
月

社
会
保
険
相
談
所
を
開
設
し
、
健
康
保

険
に
関
す
る
簡
単
な
事
務
処
理
や
相
談

業
務
、
ま
た
厚
生
年
金
保
険
並
び
に
国

民
年
金
に
関
す
る
各
種
相
談
や
受
付
を

行
い
、
事
業
主
や
被
保
険
者
の
方
々
に

便
宜
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
内
容

は
固
く
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
19
年
３
月
20
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所�

…�

笛
吹
市
商
工
会
本
所

■
問
合
せ
先�

…�

甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

■
実
施
教
科

○
野
菜
（
春
か
ら
夏
野
菜
は
果
菜
類
、

秋
か
ら
冬
野
菜
は
葉
茎
菜
類
を
中

心
と
し
た
栽
培
・
加
工
に
つ
い
て

学
び
、
施
設
栽
培
に
つ
い
て
も
行

い
ま
す
）

○
草
花
（
花
壇
苗
、
鉢
花
、
切
り
花

の
栽
培
と
管
理
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
基

本
を
行
い
ま
す
）

　
　
※
重
複
受
講
不
可
。

■
募
集
人
員

各
教
科
10
人
（
計
20
人
）

■
実
施
日

毎
週
火
曜
日
　
５
〜
６
時
限

（
午
後
１
時
20
分
〜
３
時
10
分
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
夏
季
・
冬
季
な
ど
生
徒
の
長
期
休

業
期
間
を
除
く
。

■
教
材
費

　
５
０
０
０
円
（
障
害
保
険
料
含
む
）

■
開
始
日

　
平
成
19
年
５
月
８
日（
火
）

　
開
講
式
・
授
業

■
願
書
受
付
期
間

平
成
19
年
３
月
５
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
３
月
12
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
応
募
方
法

園
芸
高
校
事
務
室
で
配
布
す
る
申
込

用
紙
に
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
園
芸
高
校
　
聴
講
生
係

（
古
郡
・
古
屋
）
　

☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
３
５

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、
信

玄
公
祭
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

平
成
19
年
４
月
７
日（
土
）

　
午
後
３
時
〜
８
時

■
業
務
内
容

信
玄
公
祭
り
エ
リ
ア
内
の
人
員
及
び

交
通
整
理
等
に
関
す
る
業
務
。

■
募
集
人
員

　
１
０
０
人

■
応
募
資
格

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
（
個
人
・
グ

ル
ー
プ
の
参
加
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
応
募
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
は
が
き
ま
た

は
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

平
成
19
年
３
月
８
日（
木
）
必
着

■
そ
の
他

昼
食
代
（
６
０
０
円
）
及
び
ス
タ
ッ

フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
支
給
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

　
〒
４
０
０
―
０
０
３
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
―
８
―
５

　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
係

☎
０
５
５
―
２
３
１
―
２
７
２
２

k
a
n

k
o

h
-
in

fo
@

y
a
m

a
k

a
n

re
n

.jp

　
３
月
３
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
。
次

の
と
お
り
「
耳
の
日
」
記
念
事
業
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時

平
成
19
年
３
月
４
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所�

…�

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

　「
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
」

■
参
加
料�

…�

無
料

■
内
容

　
記
念
講
演
・
相
談
会

■
問
合
せ
先

　
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

　
山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

☎
０
５
５
３
―
２
７
３
―
９
７
６
５

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少

し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教

員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ

る
の
が
難
し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー
ル

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
日
時

　
平
成
19
年
３
月
21
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
３
月
22
日（
木
）　
　
　
　�

�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

　
山
梨
市
大
野
１
０
０
９

　
県
立
ろ
う
学
校
　
幼
児
指
導
室

■
対
象
児

　
０
歳
児
か
ら
　

■
相
談
内
容

○
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ

と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
相
談

○
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不

安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ

り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

○
聴
力
測
定
・
補
聴
器
調
整

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
日
時

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
雨
宮
・
金
子
）

☎
０
５
５
３
―
２
２
―
１
３
７
８

℻
０
５
５
３
―
２
２
―
６
４
１
９

■
日
時

　
平
成
19
年
３
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

甲
府
市
下
飯
田
２
―
10
―
２

県
立
盲
学
校
六
星
館

■
費
用�

…�

無
料
　

■
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
―
２
２
６
―
３
３
６
１

【
新
入
社
員
講
座
】

■
日
程

平
成
19
年
４
月
３
日
・
４
日（
２
日
間
）

■
時
間�

…�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
員�

…�

20
人

■
受
講
料

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

■
申
込
期
限�

…�

平
成
19
年
３
月
27
日（
火
）

【
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
入
門
】

■
日
程

平
成
19
年
４
月
９
日
・
10
日（
２
日
間
）

■
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
定
員�

…�

10
人

■
受
講
料
　
３
０
０
０
円

■
申
込
期
限

　
平
成
19
年
４
月
２
日（
月
）

【
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
】

■
日
程

平
成
19
年
４
月
12
日
・
13
日
・
16
日
・

17
日
・
19
日
・
20
日
（
６
日
間
）

■
時
間

　�

午
後
６
時
〜
９
時

■
定
員�

…�

20
人

■
受
講
料
　
２
０
０
０
円

■
申
込
期
限

　
平
成
19
年
４
月
５
日（
木
）

■
受
講
会
場
・
問
合
せ
先

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
１
３
０
８

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
５
５
３
―
３
２
―
５
２
０
２

善
意
の
ご
寄
付

畑
野
　
知
徳
　
様
　
　�

（
甲
府
市
）

東
京
電
力
㈱
山
梨
支
所
甲
府
支
社

支
社
長
　
尾
崎
　
愛
太
郎
　
様

（
甲
府
市
）
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※金額は税抜き価格です。

消防ホース及び消化栓用物品購入

件　　名

石和町市部777他

場　　所

6,750,000

予定価格（円）決定額（円）

5,964,500 三和防災�㈱

決定業者

平成19年1月17日

〃

〃

〃

平成19年1月24日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

入札日

春日居町桑戸地内西川横断配水管布設工事 春日居町桑戸 9,000,000 8,700,000 ㈲�佐野工業所

市道一宮1-11号線側溝改修工事 一宮町竹原田 1,700,000 1,360,000 ㈱�前島建設

市道春日居3-165号線舗装工事 春日居町熊野堂 2,930,000 2,800,000 中央道路�㈱

春日居町桑戸地内金比羅川横断配水管布設
替工事

春日居町桑戸 8,260,000 7,980,000 ㈲�杉山管工業

御坂町上黒駒地内第1配水池送水管布設工事 御坂町上黒駒 8,790,000 8,430,000 ㈲�タナカ設備

御坂町栗合地内石綿管布設替工事 御坂町栗合 7,430,000 7,060,000 ㈲�タナカ設備

笛吹市下水道関連配水管布設替工事（八代
地内）第18-1-2工区

八代町岡 7,070,000 6,850,000 ㈲�宮下設備

松本地内配水管布設替工事 石和町松本 6,280,000 6,000,000 ㈲�松山興業

春日居町鎮目 5,720,000 5,500,000 ㈲�松山興業
春日居町鎮目地内駒沢川縦断配水管布設替
工事

八代町高家 5,350,000 5,180,000 ㈲�佐野緑化土木
笛吹市下水道関連配水管布設替工事（八代
地内）第18-25工区

八代町高家 5,020,000 4,900,000 ㈲�近藤設備工業
笛吹市下水道関連配水管布設替工事（八代
地内）第18-20工区

御坂町大野寺 4,190,000 4,000,000 ㈲�ツチヤ設備
畑地帯総合整備事業（大野寺地内）平沢川
宮東橋架替に伴う送水管布設工事

石和町四日市場 4,100,000 3,980,000 ㈲�浅川住宅設備石和橋改修工事に伴う添架管本復旧工事

八代町岡 3,950,000 3,820,000 ㈲�椚設備

笛吹市境川町小黒坂地内水道連絡管布設工事

笛吹市下水道関連配水管布設替工事（八代
地内）第18-7工区

境川町小黒坂 1,560,000 1,510,000 ㈲�石倉興業

御坂町上黒駒地内後藤沢川改修工事に伴う
配水管移設工事

御坂町上黒駒 1,260,000 1,210,000 協和住建�㈱

特殊道路15号線他道路築造工事

石和町松本 17,150,000 15,450,000 ㈱�栗田工業

笛吹市ハイキングコース整備事業工事

石和町松本 12,000,000 10,350,000 ㈱�筒井建設

市道御坂13号線取付道整備工事

春日居町日影 4,960,000 4,570,000 ㈱�上組

市道八代4号線路側補修工事

御坂町下野原 2,910,000 2,680,000 ㈱�古屋工業

中川地内市道石和12・242・243号線舗装本
復旧工事

八代町北 2,810,000 2,600,000 ㈲�雨宮組

市道舗装補修工事

石和町中川 4,980,000 4,850,000 ㈱�日昇建設

2号街区公園・特殊道路15号線照明灯工事

御坂町 2,850,000 2,700,000
㈱�NIPPOコーポレーシ
ョン��山梨営業所

下水道設計に伴う地質調査業務委託（その
2）御坂・八代

石和町松本 6,400,000 6,170,000 ㈱�真栄電気

一宮町丸音橋他水道管添架測量設計業務委託

御坂町・八代町 6,200,000 4,700,000 ㈱�パスコ　山梨支店

一宮町小城 2,350,000 2,200,000 ㈲�飯田測量

2号街区公園整備工事
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H19.2.1現在（　）は前月比

世帯数　26,139世帯（＋2）

男 35,258人（−20）　女 37,579人（−3）

人　口　72,837人（−23）

DATA FUEFUKI

No.27

編 集 後 記
▼ ３月３日は桃の節句「ひなまつり」。以前では

旧暦の３月３日（現在の４月頃）に行われていま

したが、明治６年以降は新暦（現在）の３月３日に行うのが一般的になりま

した。一部では４月もありますが⋯。旧暦だと桃の花が咲く季節だったため

「桃の節句」として親しまれています。ところで「お内裏様（だいりさま）と

お雛様（ひなさま）」とよく言われますが、本来「内裏様（だいりさま）」とは、

雛（ひな）人形の男雛（ひな）と女雛（ひな）の一対を指すそうです。　　 （N）
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